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肋dの中のアイルランド(人)

ジョン･テニエルの諷刺画
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1S世紀後半から､JamesM狐ph訂弧n(1736-1796)の0由皿詩やケルト遺跡の発掘

などにより､ヨーロッパ中を｢ケルト･ブーム｣が席捲する｡幻視的･神秘的であり､

知性的というよりは感性的な､潤いのある古きよきもうひとつのヨーロッパへの憧憤｡

Come血rdによれば､19世紀はじめには､アイルランドの(というより詩語でい

う｢エリン("E血,,)｣の)代表的な｢象徴･表象｣("印血Iems")が出掃うことになる｡｢ハ

ープ｣､｢シャムロック｣､｢ケルト十字｣､｢ラウンド･タワー｣､｢猟犬｣などである:

By1800,OrSho畑ythereafter,aSetOfstockemblemsofIreland(insuchcontextsnow

increasinglyre触edtoas"Erin")wasinpla∝.TLerewastheharp,thedlmCk,the

Celticcrossandtheroundtower;thewol血0undwasaddedasaconsequenceofthe

PrOminenceofthatanimalintheOssianicstories.

(Comer払rd23S)

一方で､｢ステージ･アイリッシュマン｣("stagehslman,,)の根強い伝統･偏見もあっ

た｡｢ステージ･アイリッシュマン｣とは､17世紀以来､主にイングランドの演劇に

より､舞台上で形作られてきた､ステレオタイプそのもののアイルランド人像｡純朴

でお人好しの農民､靴りが強くおしやべりな酒好き､自分の間抜けな発言･行動に気

づかない愚者･道化､というパターン化されたおきまりの人物造型がそれである｡

18世紀から19世紀へと時代が進み､イングランドとアイルランドとの対立が激

化するにつれて､アイルランド人は､野蛮で暴力的な危険な怪物として描かれること
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図1 "neldsbFT血enst血",

凸抑鳩4Nov訂【山田1843▼
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が多くなる｡人間よりも獣(特に｢猿｣)に近く､棍棒などの武器を手にした姿で､し

ばしば血に飢えた怪物(フランケンシュタイン､吸血鬼など)として表象されるので

ある｡

* * *
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19世紀英国におけるアイルランド(人)の表象の一端を､絵入り週刊誌P研Cゐに

みてみよう｡P〟乃C力は1841年創刊(翌42年より挿絵入り)｡諷刺画("c鵬00nS'')の面

白さで知られ､19世紀後半におけるイングランド中産階級のアイルランド(人)観形成

に大きな役割を果たした雑誌である｡

例えば､図l("皿eIdshFr血¢nSt血,,)では､当時のアイルランドの指導者だっ

たD血elO'Con眠11(1775-1847)が､怪物(獣のような農民)を呼び出すフランケンシ

ュタイン博士として措かれている(P〟乃Cゐ1糾3年11月､J.K冊yMe如ows画)｡併合

撤廃("Rq)¢由")を目指す運動を指拝し､"mOnSterm∝血喝S,,と呼ばれる大衆動員の大規

模集会(1S43年にも)で有名であったから､なおさら｢怪物｣なのであろうか｡怪物

の胸にある文字がわざわざアイルランド靴りで"Repde,,(``Reped,,でなく)としてある

芸の細かさに注意｡

Punch誌の数ある"cartOOmists"のなかで､少なくともアイルランド(人)に関する限

り､最も特徴的なのがジョン･テニエル(Joh｢托Ⅷ血塊1S20-1914)であることには疑

いの余地がない｡その存在感は群を抜いている｡テニエルは現在､一般には､L鵬s

C訂rOu(1S32-98)の2冊のアリス物語-｣Jねeなdゐe〃如柁∫加坪わ〃虚血乃d(1S65)､

拘れ弛が血エ00たi昭一GJdぶ∫8乃d抒如才dJice拘〟乃d乃e柁(柑71)--の挿絵で知られてい

る｡1850年からP〟〃Cあ誌で措き始め､1S64年からは同誌の"血efca正00血st氾となって

長く活躍した｡

彼の措いた画を以下にいくつかまとめて見てみよう｡砧J,,､"T"､"L"の

三文字を組み合わせた署名が独特である｡

図 2は､"TtLeFemian-Pest"(1866年)｡猿のようなアイルランド人という､テニエ

ルの画にお馴染みの手法の一枚である｡1860年代半ばは､｢フィニアン｣("下印i孤,,)の

独立運動が盛んになった時期で､翌1867年は､いわゆる｢フィニアン｣蜂起と鎮圧の

年となる｡力強く勇ましい｢ブリタニア｣("Brita皿id,=イングランド)とおとなしく

無力な｢ヒベルニア｣("Hibe血才,=アイルランド)の柿妹がいる｡捧猛な｢フィニアン｣

に悩まされるヒベルニア("...whatanwetodowiththesetroublesomepeOPle?")にブリタ
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図 2 "Thefeniam-Pesで',

P〟〟C/I,3Marcb柑66.
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ニアが忠告する｡まず｢隔離｣("isolahon")を､｢そして次に-｣("Ttyisolationfirst,

myde叫andthen---'')､と飲み込んだことばは､もちろん｢屠殺｣(``slaughter'')であ

る｡家畜の伝染病(当時流行した)の比喩が全体を支配している｡｢凶暴で獣じみた邪

悪な少数のアイルランド人｣を男性のイメージで提示し､｢誠実で慎み深い善良な多数

のアイルランド人｣を女性のイメージで対比させるという､19世紀の常套手段がここ

にも見られる｡そして､｢無力なヒベルニアはブリタニアの庇護を必要とする｣､との

図式が反復･強調されるのだ｡

女性としてのアイルランド(あるいは｢エリン｣)という表象は､イングランド側

にとって政治的に都合のいいものでもあった｡夢見がちで､美しく､守られるべきか

よわい乙女｡19世紀後半に､イングランドの批評家M血ewAmld(柑22-$S)が､イ

ングランド(｢アングロ･サクソン｣)を補完･強化させるべく持ち出すことになるア

イルランド(｢ケルト｣)観においてそのことは顕在化する｡彼の文学論伽血蝕みげ

Cd如上地肌血㈹(1867)や文化論仇血作劇れ血肌卸(1S69)が､｢感受性豊かだが､自

己統治能力を欠くアイルランド人｣というステレオタイプを確立させる政治的書物で

もあったことは今日よく知られている｡

独立･革命の象徴としての女性｢エリン｣と､支配･服従の心性をたすけもする

｢ケルト｣性｡｢乙女としてのアイルランド｣像は､そうした二重性をもっていると言

うべきであろう｡ちょうど詩人Tbomas MooTe(1779-1852)がそうであったように｡

そして､テニエルらは､後者を巧妙に利用した｡

図 3は､"TheIrish`Tbmpest=,(1870年)｡同じ図式の変奏がみられる｡William

Shakespe訂e(1564-1616)のmeTbnpesl(1611)を下敷きにしていて､首相WilliamEwart

Gladstone(1809-98)がProspero､その娘Miranda役はヒベルニア､怪物Cahb皿は､

言うまでもなく､猿に似た悪いアイルランド人である｡ヒベルニアはGlad或0眠に抱

き締められ､守られている｡

図 4は､"TLehishDevil-Fish,,(1881年6月)｡猿の頭をした､文字通り悪魔じみ

たタコ("Devil-鮎b,,)は､柑79年に結成された｢アイルランド土地同盟｣("血H血血Land

League'')で､首相Gladstoneと｢土地戦争｣の真最中である(1882年まで)｡ⅥctorHugo

(1802-$5)からの引用｢タコの唯一の弱点は頭である｣("TheD8V山一丘slち血伽tison吋

Ⅶ1nerabled∬Ou由血ebead.")が意味するのは､運動の｢頭｣=｢指導者｣を取り除くべ

しということ｡そのとおりに､まもなくCharlesStewartPamell(1846-91)をはじめとす

る指導者たちは逮捕され､運動は非合法化されることになる｡
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国 3 ``The出血`職ITlpeSt川,

凸肋娘19March柑70.
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図 4 "neIdslll)evローFisb'',

P〟〃C力,柑June18Sl.
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図 5は､"TwoForces,,(Hほ1年10月)｡無力でか弱い乙女ヒベルニアを､毅然と

したブリタニアが保護する｡｢土地同盟｣("LandLeague")を踏みつけ､｢法｣("TheLirW")

と書かれた剣を手にしたブリタニアは､｢無政府/無秩序｣("An釘℃吋,)の文字のつい

た帽子を被って石を投げようとする粗暴なアイルランド人(いつものとおり猿に似た

姿の男)を威圧している｡アイルランドには自治能力がないため"Awc吋,,に陥る危

険がある一-そこで､プリタニアがヒベルニアを(アイルランドの)アナーキストから

親切にも守ってあげるのだ､という構図である｡ブリタニア､ヒベルニア､アナーキ

ーというこの(創られた)三角関係は､19世紀から20世紀にかけてのイングランド

側の抱くアイルランド(問題)観を典型的に示している｡その意味でテニュルの画の中で

も特に重要なものと言えよう｡

独立運動の盛り上がりに比例して､テニエルの図像も過激度を増してゆく｡彼は

アイルランド人を単に猿に似せて描くだけにとどまらず､グロテスクな人喰いの怪物

に変身させる｡

図 6は､"ThehshFrankenstein,,(1882年)｡フランケンシュタインのモチーフ(固

1と同じ)をテニエル流に展開したもの｡この年ダブリンのフィニックス･パークで

起きた暗殺事件をアイルランドの｢無冠の帝王｣CharlesStewartP訂Ile11に結びつけて

弾劾しようと企む､イングランドのキャンペーンがおこなわれた｡その一環である｡

血の滞る短剣とピストルを持つ猿に似た怪物が画面いっぱいに措かれている｡画面下

の"C.S.P-RN-LL"という′トさな文字が"C.S.PARNELL"のことを指し示すのは誰の目

にも明らかだ｡

なお､P肌1eu追い落としの陰謀､裏切り､失脚(1890年)と失意の死(1891年)

は､大作家JameSJoyce(1882-1941)の作品に色濃く影を落とすことになる｡フィニッ

クス･パーク暗殺事件の年に生まれたJoyceは､P訂nellの′トさな信奉者であった｡

図 7は､"TLeIrish`Ⅵ皿pire=,(1885年)｡Pamellは､"LandLeague"に代わるもの

として"血ehsbN血ondLe喝ue,,を結成し(18$2年10月)､議会活動を通じての｢自治｣

(``HomeR山e")達成を目指していた｡図では､無防備な姿で眠るヒベルニア(傍らにハ

ープがある)に､吸血鬼("ⅥⅢlp血")が軌､かかろうとしている｡吸血鬼は､Pmellの

容貌をし､からだに"N血ondLea糾e"の文字が見える｡(付言すれば､最も有名な吸血

鬼物語∂mc〟Jdは､この後､ダブリン生まれの作家Br肌IStoker【1847-1912】によって

書かれることになる【1897年】｡)
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図 5 ``TwoForces",

P〟〝C力,290ctoberl各81.
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図 后 ``ThelnshFrankensteh'つ,

アリ〃CJち20May18亀2,
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図 7 "neldsh`Vampire"',

P〟〝CJT,240ctober1885_
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* * *

アイルランドとイングランド､ヒベルニアとブリタニア､ケルトとアングロ･サ

クソンーーP〟〝C力誌がこの種の対立概念を自明とする立場に立ってイングランドの

側からアイルランドをどのように表象してきたかを､テニエルを主たる例として､上

に見てきた｡そこに読み取れるのは､イングランド人のもつアイルランド人への偏見･

差別だけではない｡二項対立的関係においては､一方(自己)は他方(他者)によっ

て規定･形成される｡こうした諷刺画は､イングランド(人)が自分自身をどのようなも

のとして捉えて(あるいは､捉えたいと思って)いるか(= 自己像)をもまた表してい

るのである｡

19世紀から明確にア加肌油などの雑誌･新聞により強化されてきたステレオタイ

プ｡イングランドは､アイルランドを(否定的)媒介にして､自らの｢ナショナリテ

ィ｣を構築していった｡それではアイルランドの方はどうなのだろうか｡｢表象される

他者｣にとどまらない新たな道はあり得るのか｡

その可能性の探求こそが､19世紀末からのアイルランド文化運動を推進する原動

力となることを､今日の私たちは知っている｡

*本稿は､科学研究費補助金(基盤研究(C))による研究成果の一部である｡
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